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〔 25 『 4 〕 稲 作労働 を め ぐ っ て
宮 川 f1多 －
1 . 水 稲 生 産 に お け る 労 働 力 の 位 置 付 け
D D 村 に お け る 水 稲 の 収 監 は 、 一 戸 の 成 家 あ る い は 村 全 体 で み た 場 合 に 、 次 の よ う に成立 し
て い る と み な す こ と が で き る 。 〈 本 論 で は 、 一 つ の 耕 作 単 位 を 一 戸 と 称 す る 。 〉
雨 、 i也j巴 同 樋 時JUI 、 雨 、 i由形 、 土壌
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間植達成 率 イ→生育設 》 J収量
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水 田 而樹 、 労 働 者 数 、 作 業 速 度 」
す な わ ち 、 農 民 の 水 稲 栽 培 に 対 す る エ ネ ル ギ ー の 傾 注 は 、 専 ら 凹 植 に 関 し て な さ れ 、 田 1直後
の 管 理 く か ん が い 、 排水、 i出 除、 除 草 、 施肥） に は 、 ほ と ん ど エ ネ ル ギ ー が使 わ れ て い な い 。
稲 作 の 作業 の 涜 れ に 関与 す る と 思 わ れ る 、 自 然 的 、 人 間 的 因 子 を 以 下 の よ う に示 し て み た 。
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＝�；縫本 点線 内 の 作業 は 、一 般 的 な も の で は な い 。
こ こ に あ る よ う に 、 高 い 田 植 達 成 率 が 確 保 さ れ る た め に は 、 適 度 の 雨 と 、 そ れ を 保 持ず る 水
回 の 能力 におti え て 、 こ の よ う な 回 値好 適 条 件 が あ ま り 変化 し な い ，m に 、 い か に 早 く 、 丈 夫 な 苗
を 植 え る こ と が で き る か と い っ た 、 l道良 の 労 働 力 の 質 と 量が 重 大 な 意味 を 持 っ て い る と 考 え ら
れ る 。
稲 作 の 持 作 業 の 中 で は 、 み か け 上 大 き な 労 力 投 下 を 要す る の は 、 田 植 の ほ か 、 メlj 収 、 脱章受の
過程 が あ る 。 も し 刈 り 取 り が な ん ら か の 事 情 で 遊llfl よ り 遅 れ る よ う で あ れ ば 、 脱？立 、 鼠 害 等 に
よ る 鼠失 も 大 き く な る と J思 わ れ る が 、 収 量に 対 す る 労 働 力 の 意 味 は 田 植 J！日 ほ ど 決定 的 で は な い
で あ ろ う 。
2 . 生活時間調査か ら 得 ら れ る 労 働 時 間
小池 ら に よ っ て ま と め ら れ つ つ あ る サ ン プ ル 農 家 の 生活時間デ ー タ の う ち 、 比較的 容 易 に 利
用 で き る の は 、 ケ ン ・ チ ナ ウ ォ ン 家 の み で あ る 。 こ の 家 の 場 合 の 稲 作 に 質 や し た 1時 間 は 表 1 の
よ う で あ る 。
こ れ に は 、 チ ナ ウ ォ ン 家 の み な ら ず 、 他 世 帯 と の 共 同 作 業 も 入 っ て い る 。 ま た 他 世 帯 の た め
に 費 や さ れ た 時 間 も い く ら か は 含 ま れ て い る 。 け れ ど も こ の 家 の 場 合 稲 作 の ほ と ん ど の 労 働 は 、 － 
N S  B の 自 分 の 土 地 の た め に な さ れ た も の と み る こ と が で き る 。 1983年に お け る こ の 家 の 閉 槌
而Htは l l , 792m2で あ り 、 ま た 、 都I· ；包 回 に 対 す る 植 え つ け 率 は 1 00%で あ っ た 。 そ こ で l ra i あ た り
の 投 下 時 間 を 計 算 し て 、 表 1 に 示 し た 。
な お 、 宮 崎 に よ れ ば ， 1980 お よ び 1 982年で の 年 間 稲 作 労 働 時 間 は 、 68 .8～23 5 . 4 平均 1 0 3 .
9 時 間 ／ ra i (Second I nter i m  Report p 1 8 5  ） 、 ま た KKU - FORO CROPP I N G  SYSTEM PROJ ECT 
に よ れ ば、 天 水 田 で 、 92 . 8 （ う る ち 〉 ～ l 'l l . 6  〈 も ち 〉 時 間 ／ ra i で あ る 。
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1日業表一作
分 人 時 ／ ra i
耕 起 ・ 代 か き 3 1 90 
首 取 4850 
回 植 1 0460 
か ん が い 1 9 1 0  
刈 取準備 1 550 
刈 取 25080 
結 束 1 1120 








わ ら 逮 ！股
〈未完成、 要 修 正 〉
分 人 時 ／ ra i
1 020 
2700 
5 1 00 
2280 
3 1 80 
1 500 
1 320 
2 . 3  \ 
�： � I [ DL , ( 
！ ： �J 
計 65560 148 .3  (92 .7人 時 ／ l Oa)
3 . 作 業 能 率
塁川 お よ び宮 川 に よ っ て ， 1983年 、 N s B で観察 さ れ た 主要な作諜 に つ い て 、 そ の 能 率 （原
単 位 と 称 し て い る も φ 〉 を 示 せ ば 、 表 2 の よ う で あ る 。
表 2 か ら 、 本 悶 1 r a i に 対 す る 純 所 要 時 間 （man hou r） を 計算 す る 乙 と が で き る 。 こ の 時 、
苗 代 は 0 . 0 8 2 ra i ( 1 9 8 3 年、 D D 域 の 苗 代 調 査 か ら 算 出 〉 と す る 。 （ 表 3 )
こ れ と は 別 の 観察 に 基 ず い て 、－ 主 要 な 作 業 に 関 す る 、 1 人 が 1 日 に 行 な っ た 面積 と 、 表 2 の
胞 を も ち い て 算 出 さ れ た 時間 と を 、 表 4 に示 す 。
ま た 、 N s B の各 館 家 が 1 日 に 行 な っ た 田 植 、 刈 り 取 り の 1 戸 あ た り の平均稲積 を 、 表 5 に
示 す 。
表 2
作 業 n 分 ／ lOOm2 観察基準
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料 起 2 1  1 2 . 1  す き 始 め→ す き 終 わ り
代 か き 18 7 . 2  代 か き 始 め → 終 わ り
均 平 2 , 5  均平始め→終 わ り
首 取 1 3  408 . 9  1 東 分 の 苗 の 取 り 始 め → 結 束 終 了
田 植 55 66 .7  1 東 の 槌 え 始 め → 終 わ り
刈 取 28 1 1 5 .  l II 刈 り 始 め → 終 わ り
結 束 1 8  5 .7キ II 結び始め→終 わ り
脱 穀 1 2  7 . 6宇 グ を 脱穀棒で I巴 む → 投 げ す て る
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1 表 3
； 作 業 人 時 ／ r a i 作業 人時／ra i
: *n J包 1 3 . 2  刈 取 30 . 7  
] *H i包 2 ( 3 . 2 ) 結束 l . 5 
代か き 1 . 9  脱 殺 2 . 0  
均平 0.  1 
苗 取 8 . 9  
1 田 植 1 7 . 8  ＊ 星 川 氏 に よ れ ば、 耕i包 2 に





回刈 1 2  
40 
202 
808 . 3  
'126 . 4  
205 . 8  
1 . 63 
. 4 .  74 





n m2／ 戸 ／ 臼
982 . 0 
646 , 2  
n m2／ 人 ／ 日 時間 〈 純 労 働 〉
28 
28 
4 . 実 働 率
表 2 お よ び3 の 憶 に は 、 作 業 中 の ひ と 休 み の 時 間 な ど は 含 ま れ て い な い が 、 表 1 の慢 は こ れ
ら も 含 ん で い る と み な さ れ る 。 厳 密 な 意 味 で の 実 働 率 の 計算方法 と は 5も な る か も し れ な い が 、
表 1 の 修 正随 と 表 3 と の 比較か ら 、 実 日�J 率 を 求 め た 。
表 6
作業 作業能率 チ ナ ウ ォ ン 実 働 率 〈 日 本 〉
Mt 起 3 . 2 人 時 ／ ra i 5 , 9 人 時 ／ ra i 0 . 54 0 . 58～0 . 63 〈 牛 ）
代か き 1 .  9 2 . 2  0 . 86 0 . 55～0 . 86 〈 牛 〉
苗 取 8 . 9  9 . 9  0 . 90 0 . 7 1 ～0 . 73 
田 植 1 7 , 8  2 1 . 9  0 . 8 1  0 . 67～ 0 . 73 
刈 取 30 . 7  4 5 . 6  0 . 67 0 . 60～ o .  65 
結束 1 . 5  2 . 8  0 . 54 0 . 67～a .  68 
目覚章受 2 . 0  1 0 . 0  0 . 20 
日 本 で 得 ら れ て い る 実 働率の 一 例 を 比 較 の た め に し め し た 〈 二 瓶 貞 ー 編 、 機械 化参考資料集
ー 1 8-
…円山開” 戸， .，，.，門 ・円叩山 町 品 川一……－ …一円 一一・・ザ...， .・－一 一 .. . .， . ，，，. ，.一……………一 一一一一一山 凶 . . . .ー伊・－－－－－一ー一一一一一
1 9 6 1 か ら 算 出 〉 。 原典 は エ ネ ル ギ ー 代 目i 率 で 表 示 し で あ る の で 、 こ れ を
実働率 （ % ） = 8 5 - 5 × エ ネ ル ギ 一 代 謝 率 （ R M R ) （ 門 田 ら 1 966） に よ っ て 換 算 し た 。
5 ， 作 業 へ の 動 員 数
Pl に 報告 し て い る よ う に 、 N s B で は ま と ま っ た 雨 の 1 、 2 日 後 に 急 に 描 極 、 羽｝起、 間 植 な
ど の 活 動 が 盛 ん と な る こ と が 観察 さ れ て い る 。 従 っ て 毎 日 の耕起 、 田 植 原 棋 は 、 雨 量 に 対 応 し
た 、 鋸 歯 状 の グ ラ フ で示 さ れ る 。 し か し な が ら 、 N s B の カ レ ン ダ ー を 詳細 に み る と 、 雨 が 降
h, ば 全 戸 一斉 に 耕 起 や 田 植 を す る と は か ぎ ら な い 、 と い う こ と が わ か る 。 1983年 N s B で 最 も
刃 植 が 進 ん だ 日 は 7 月 2 5 日 で 、 1 9 , 390m2で あ った が 、 問 摘 を 行 な っ た 農 家 は N s B 耕作者 2
8 戸 中 1 4 戸 で あ っ た 。 最 も 多 く の 箆 家 が 田 植 を し た 8 月 9 日 で そ の 戸 数 は 1 6 戸 、 荷 積 は 12
,487m2 で あ っ た 。 図 1 は N s B 各 戸 の 苗 代 j諸 活 臼 と 岡 槌 日 を 示 し た も の で あ る が 、 各 戸 の 回 1直
｝則自 日 の 相 違 が 苗 代播種 目 の相 違 に 起 因 し て い る も の で あ る こ と が わ か る く 大 略 3 群 〉 。 苗 代
晴植 田 の 相 違 は 、 主 に苗代予定 国 の 水 条 件 の 速 い に よ る と お も わ れ る 。
同 様 に 稲 刈 り に つ い て も ， 最 も 刈 り 取 り が 進ん だ 日 で あ っ て も 1 4 戸、 1 3 , 4.60m2、 最 も 多 く
D 農 家 が 稲 刈 り を し た 日 で 1 9 戸 ， 1 2 ,53 1 目12 の よ う で あ っ た 。
こ れ ら の 日 の 田 植 な ら び に 刈 取 の 商 積 か ら 、 表 4 の i直 を 用 い て N s B の 作 業 人 数 を Ht. 定 し 、
更 に こ れ を D D 村 の 水 田 耕 作 1 3 0 世帯 に あ て は め た 各 動 員 数 を 試 算 し た 。 ま た 各 戸 別 の 最 も
田 植 、 刈 取 の 進 ん だ 日 の 面 積 か ら 、 各 戸 の 最 大 動員 数 を 推 定 す る と 、 問 植 で 1 . 5 ～ l O , 1 人 、 刈
り 取 り で 1 . 5 ～ 1 7 . 6人 と な っ た 。 平均 は 、 各 5 , 4 人 、 7 . 8 人 で あ る 。 （ 表 7 )
表 7
作業 最大進行 日 最多農家 日 動 員 最 大 1直 〈 潜在的 〉








1 0 1 4  
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
D D 村 の 成 業 従事者は 460人 （ 1 98 1 ） で あ る か ら 、 最 も 作 業の逃 ん だ と 忠 わ れ る 日 で あ っ て
も 、 こ の 人 数 に 逮 し て い な か っ た の で は な い か と 推 測 さ れ る 。
N S  B の 各 戸 の 平 均 的 な 毎 日 の 動 員 数 は 、 問 機 の 方 法 で 推 定 し て 、 問 植 で 0 . 9 ～ 3 . 9 入、 メIJ
寝 で 0 , 7 ～ 5 . 9 人、 平 均 は 各 2 . 3 人 お よ び3 . l 人 で あ っ た 。 N s B の 各 戸 の農業 従事者数の平
l母 1直 は 不 明 で あ る が 、 仮 に D D 村 全 体 の 値 3 .  0 人 を あ て は め る と 、 田 植 の 場 合 に は 、 世帯
勾 に 若 干 の 労 働 力 の 余 裕 が あ る も の の 、 メI］ 取 の 場 合 に は 世 帯 外 の 労 働 力 に 一部依存 し て い る 可





チ ナ ウ ォ ン 家 の 一 日 の 各作業の 涜 れ を み る と 、
田 植j間 夫 代 か き →→→ 悶 植→→→耕起
婆 苗取→→→→ 田 縞→→→苗取
メlj I& llfl 夫 結束→→メIJ I収 ま た は 結束→→メlj I収→→脱穀
斐 菜鼠等→刈取
’
メIJ 取→→ 刈 取→→稲 運 !fl�
の よ う に 、 世 帯 内 の 基 幹 的 な 労 働 力 は 、 田 植 、 刈 I{Y{ の 作 業 に は 同 時 に 全 員 が 動 員 さ れ て い る
こ と がわ か る 。 つ ま り 4 乙 の こ と も 一 戸 の 農 家 の 場 合 と 村全 体 の 場 合 と の 動 員 の 擬 態 の 違 い を
表 わ し て い る 。
6 . 労 働 力 、 作業JI日間 、 経営而積
い く つ か の方法で、 乙 れ ら の 関 係 性 老 検 討 す る 。
1 ) 表 4 の｛直 を 用 い て 、 D D の 平 均 的 水 田 耕 作世帯 （ 1 7 ra i 、 農業従事者 3 人 〉 が
作業 を 完 了 す る i時間 を 推 定。
田 植 2 1 . 3 日 （ 図 2 )
刈 取 ll'l . 1 日
2 )  表 5 を 用 い て 同 搬 に
回 ft[ 27 . 7 日 〈 図 2 )
刈 取 42 . 1 日
3 )  表 3 お よ び平 均 的 一 日 労 働 時 間 （ t ） 、 実動率 （ e ） を 用 い て
田 植 回 数 ＝ 〈 耕起 ＋ 代 か き ＋ 苗 取 ＋ 田 植 〉 人持／ ra i X 面 積 ra i 
t 時／ B X 人 数 × e 
こ こ で 耕 起 ～ 田 植 ＝ 3 1 . 8  
t = 7  （ ソ ム キ ッ ト リ ッ タ ー な ど 4 人平均〉
e = o .  80  （ チ ナ ウ ォ ン 家 〉
結 果 32 .2 日 〈 図 3 )
刈 取 回 数 ＝ 〈 刈 取 ＋ 結束 ） X 而 積
t X 人 数 X e 
刈 取 ＋ 結 束 ＝ 32 . 2  
t 口 7 , 8 （ ソ ム キ ッ ト リ ッ タ ー な ど 2 人平 均 〉
e = O .  67 （ チ ナ ウ ォ ン 家 〉
結 果 34 . 9 日
1 b 月 中 旬～ 1 1 月 中 旬 は 、 中 生穏 お よ び 峨 生砲 の 出 隠 n月 で あ る 。 苗代 に あ っ て も 同 様 に 出
恕 す る た め 、 苗 と し て は も は や 使 い も の に な ら な い 。 し た が っ て こ の 頃 （ 1 0 月 中 旬 〉 が 田 植
の 最 下 限 に な る で あ ろ う 。 こ れ は 、 村 の 老 農 も 説 く と こ ろ で あ る 。 た だ し 、 収 盤 に あ ま り 影響
し な い 程 度 の 田 植｝！日 の 下 限 は 9 月 上 、 中 旬j と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 実 質 的 な 田 描 の 下 限 を 9 月
末 と す 否 。 い っ ぽ う 、 田 植 の 開 始 は年 々 の 降 雨 条 件 に よ っ て 異 な る が 、 考 え ら れ る 上限 を 一応
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6 月 中 旬 と す る 。 す な わ ち 田 随 可能 JI月 間 を 1 0 5 日 と と る 。 さ ら に こ の 場合 1 ) - 3 ） と 異 な
り 毎 日 回 植 が 可 能 か 否 か が 問題 と な る 。 こ こ で こ れ に 対 応 す る 効 率 を 仮 に 田 植 効 率 と よ ん で k




別 回 槌 可能半句数 （ 1 00 年 間 平 均 〉 か ら D D 全 体 で は k = O .  37 と
算 出 さ れ る 。 9 月 3 0 日 ま で に 回 f遣 を 完 了 す る た め の 人 数 と 而 積 の 関 係 を 図 4 に 示 す 。
4 ） 表 4 の （直 に よ る な ら ば
限 界 聞 1直開始 日 ＝ 1 8 3 -
(9 月 30 日 〉
A ra i × 1 6 0 0 1112 
4 2 6 . 4 m2 × 人 数 × k
6 の 3 ） の 田 植 日 数 × 1 / k
8 月 4 日
限 界 回 植 開 始 臼 ロ 1 8 3 
7 月 5 日
結 果
5 )  
結果
両 者 に は 一 月 の 開 き が あ り 、 な お 問 題 は 残 る が 、 一 世帯 17 ra i 程度 な い し は や や 上 方 に�11· 1乍
商 積 の 限 界 が あ る と 考 え ら れ る 。 ボ ー ・ マ ー は 20～ 30ra i と 言 っ て い る 。
2 I 4 ra i ） に あ て は め 、 さ ら に 作 付ιJ
？ ． 村 全 体 の ｛乍 J!日 の 進 行 と 労働力
D D 調査 :l,;._.R の 句 別 の デ ー タ か ら D D 耕作田iHt ( 2 , 
率 で ti11 正 し た 。
1 ） 表 4 の デ ー タ を 舟 い て 推 定 図 5
同 上
5 . で の 結論 と は 異 な り 、 刈 取 最 盛 期 に は 村 外 の 労 働 力 へ の 依 存 も 考 え ら れ る 。
8 .  D D 村 の一 世帯 あ た り 水 田 耕 作 面 積 と 農 業従事者 と の 関 係 〈 舟 橋 デ ー タ 〉
耕 作 i自 の な い 世帯 を 除 い て 世
・
帯 あ た り 燦業従事者 数 別 の 而積 を 計算 し た 。
6 - 3 の 方 法 か ら 推定2 )  
図 G
表
人 r a i 世1f�
8 0 お よ び 7 人 の 場 合 を 除 く と 、 人 数 が多 い ほ ど
耕 作 而 積 が 大 き い 。 し か し 、 図 6 で も み ら れ る よ







2 3 .  
8 .  
1 2 .  
1 9 . 
l 8 .  
2 3 ,  




9 .  D D 閑辺 村 の 一 世帯5 あ た り 水図 面 積
平 均 1 4 . 5 ra i ( O . l ～46 . 2ra i ) 
( Jjlj川 デ ー タ ）
図 7
一 世帯 あ た り の 人 数 と は 関 係 が な い o K h o n K a e  n か ら 速 い 、 古 い 村 ほ ど 商 積 が 大 き い 。
1 0 . 最 後 に
労 働 力 と 耕 作 而 積 と の 関 係 か ら 、 限 界 的 耕作而 績 に つ い て 検討 し て 来 た が 、 一世帯 あ た り の
適正耕作而積 を 知l る た め に は 、 消 費 量 の デ ー タ が さ ら に 必要 で あ る 。 「 D D で は 人 に は ど れ だ
け の 土 地 が 要 る か ？ J の 閃 い に 答 え る た め に は な お 時 間 を 要 す る 。 ま た 、 労 働 が 水 稲 生 産 に ど
の 程度利 く か に つ い て は 、 冒 頭 に そ の 関 係 性 を 述べ た が 、 具 体 的 な 検 討 は 星川 氏 が お こ な い つ
つ あ る 。
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